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　このような背景の下、長崎大学は2010年にBSL-4施設設置の検討を開始し、
2016年には関係閣僚会議がそれを国策と定めました。2021年にBSL-4施設が竣
工し、2025年1月に厚生労働大臣から特定一種病原体等所持施設としての指定
を受けました。ただ施設の本格稼働には特定一種病原体等の搬入に係る指定又
は承認を厚生労働大臣から得ることが必要で、それに向けて施設の機能・安全
性の検証と必要な訓練をさらに積み重ねているところです。
　本センターでは日本全国の研究者と力を合わせて、BSL-4病原体を用いた感
染症研究の推進と、それらの病原体を安全に取り扱うことが出来る研究者及び
バイオリスク管理の専門家の養成を行います。長崎は西洋医学発祥の地として医
学の進歩に貢献して来ました。種痘も長崎から日本全国に広まり、多くの命を救
いました。今また長崎は、感染症研究において日本全国そして世界に貢献するこ
とを目指しています。
　そのために最も重要な事は、BSL-4施設を絶対安全に運用し、地域住民の
方 と々信頼関係を築き、地域住民の方々が安心して研究活動を見守ってくださる
事だと思っています。皆様のご理解とご協力、そして応援を心からお願い申し上げ
ます。

 2025年3月
 長崎大学高度感染症研究センター長　森内　浩幸

長 崎 か ら
　世界中に広がり多くの犠牲者を出したペスト、
天然痘、梅毒、エイズなどはいずれも元は風土病
に過ぎませんでした。エボラウイルス病もアフリカ
奥地の風土病と思われていますが、2014～2016
年の流行は欧米諸国にも拡大しました。遠い
国・地域の病気が日本に入り込むはずがないと
いう考えは、歴史的に見ても根拠はありません。
　種痘などのワクチンやペニシリン・抗エイズ

薬のような治療薬の開発が多くの命を救ったように、エボラウイルスなどの致死
率が高い一種病原体や今後いずれやって来る新興感染症（Disease X）の病原
体に対しても、有効な予防・治療法の開発が急務です。そのためには最高の安
全機能を備えた実験施設が不可欠で、それがBSL（biosafety level）4の施設
（BSL-4施設）です。
　現在、BSL-4施設は世界20数か国に約60施設存在します。わが国では約40年
前に国立感染症研究所に建設されましたが、非常事態に対応し患者さんの診断
や治療に結びついた実験作業のみが認められています。従って、わが国でも最新
設備を有し、予防薬・治療薬の開発研究が可能なBSL-4研究施設の存在が求め
られて来ました。

所在地：長崎県長崎市坂本1丁目12-4
電　話：０９５－８００－４３００
ホームページ：https://www.ccpid.nagasaki-u.ac.jp/
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感染症に関する研究を行う（詳細は右ページ）。

BSL-4病原体・感染症の研究分野で活躍する人材を育成するべく、研究者や実験動物管
理者、施設設備の安全管理者ならびに技術者等の施設運営人材を育成する。こうした人
材を育成するためには、長期にわたるBSL-4施設での実地訓練が必要であり、本部門が
教育訓練を担当する。

BSL-4実験棟において、バイオセーフティ（人や環境を病原体から守る）及びバイオセキュ
リティ（病原体を盗難や不正利用から守る）を監理し、それらバイオリスク管理についての
調査研究を担当する。病原体の所持や使用については、感染症法に基づき施設設備（ハー
ド面）とその利用方法（ソフト面）に厳しい規制が設けられ、さらに長崎大学としても施設
の利用について厳しい基準を設けている。当部門ではそれらに基づいて施設が利用されて
いるか、施設の管理状況を点検記録し、国と大学が行う定期的な監査を受けながら対応の
改善、強化を進め、実験を行う上での安全基盤の構築に努めている。

特定一種病原体等をはじめとするBSL-4病原体による感染症、及び新興感染症の克服に向
けた最先端研究ならびに教育を実施する施設。

南米で発生する感染症の調査・研究を行うためにブラジルに設置された海外研究拠点。
なお、ブラジル拠点のほか、長崎大学熱帯医学研究所にケニア拠点やベトナム拠点などが
設置されており、感染症研究において相互に連携している。

地域連携及びアウトリーチ活動を支援する。

各部門の役割

高度感染症研究センター組織図 日本そして世界の感染症研究をリードする BSL-4施設では様々なシステムが安全を支えている アウトリーチ、地域社会との対話

アウトリーチ活動

地域連絡協議会

地域連絡協議会開催風景（下写真は、挨拶する永安学長）

研究の目標

本施設は日本で初めて陽圧防護服を着用するスーツ型の
BSL-4施設である。陽圧防護服はスーツ内を陽圧に保つことに
より実験室内の空気がスーツ内に流入しないようにして実験者
が病原体に曝露することを防ぐ。

中高生を含む一般の方々に対し感染症研究を中心とした研究活動の内容をわかりやすく発信することに努
めている。具体的には対面およびオンラインによる講演を実施する市民公開講座、高等学校への出前授業
を実施するサイエンス講座、夏季にキャンパス内で講演会やポスターセッションを行う熱帯医学・新興ウイ
ルス感染症サマースクールなどを開催している。

*1 BSL-4実験室は周囲から隔離された
高気密な封じ込め空間になっている。

*2 高性能エアフェルター（HEPAフィル
ター）が実験室の上に備えられ、出入
りする空気を清浄化する。

*3 実験室からの排水中の病原体は高圧
蒸気滅菌装置及び薬液処理装置によ
り完全不活化される。

*4 上層階にはその他実験のサポート設
備（機械室・薬液シャワー供給、陽圧
防護服（スーツ）への空気供給設備
等）がある。

*5 地階には積層ゴムや多重の耐震ダン
パーがあり、高度な免震構造となって
いる。

*6 実験室／薬液シャワー室／パスルーム
はすべて高気密であり、陰圧制御され
ている。

*7 スーツ装着室／滅菌確認室等が実験
室外に備えられている。

*8 気密性担保のため、実験室は壁厚な
コンクリートにより建築され、特殊な
シーリング処理がなされている。

❶エア供給ホース
BSL-4実験室の外部から清浄
な空気を継続的にスーツ内へ
供給。

❷排気弁
過剰な空気をスーツ外に排出
し、実験室の空気がスーツ内
に流入することを防ぐ。

❸フェイスシールド
歪みが少なく、視野を損なわ
ない形状。

❹気密ジッパー
スーツ内の気密性を確保。

❺エアバルブ
空気の流量を調整しスーツ内
を陽圧に保つ。

❻フィルター
清浄な空気をスーツ内に供給。

❼スーツグローブ
スーツの袖口にダクトテープ
で固定して使用。

❽スーツ用長靴
滑り難く、汚れが付着しにく
い長靴。

❾スーツ用素材
強度、防水性、耐薬品性を備
えた素材を使用。

エボラウイルスなどの高病原性ウ
イルスやSFTSウイルスなどの新興
ウイルスに関する基礎研究を行う
とともに、これらのウイルスによる
感染症の検査・診断法の開発や治
療薬・ワクチンの開発を行ってい
る。また、これらの感染症が発生
するアフリカ、アジア、南米でウイ
ルス感染症の発生状況の調査研
究や野生動物における新規ウイル
ス探索研究も行っている。

新興ウイルス研究分野

センターでは研究者等の人材を随時募集している。最新の採用情報はこちら

クリミア・コンゴ出血熱やダニ媒
介性脳炎等の高病原性の節足動
物媒介性ウイルスが引き起こす人
獣共通感染症を中心に、ウイルス
が自然界において節足動物等の媒
介宿主の中で持続感染により維持
され、宿主の壁を越えてヒト等の
脊椎動物に感染して病原性を示し
ていく「ウイルスの生態」を解明す
るための研究を行っている。

ウイルス生態研究分野
多様なイメージング技術を活用
することで、ヒトに出血熱あるい
は腫瘍といった重篤な疾患を引
き起こすフィロウイルスおよび
Epstein-Barrウイルスを対象
に、各種ウイルスタンパク質が宿
主細胞の膜動態や細胞骨格系を
制御する分子機構に着目して感
染および病原性発現機構の分子
基盤を解明することを目的として
研究を進めている。

ウイルス感染動態研究分野
公衆衛生上重要な問題となるウイ
ルス感染症の流行防止対策のため
には、ウイルス感染における免疫
応答を理解するための宿主の研究
が重要である。ウイルス感染にお
ける生体防御メカニズムを明らか
にすることで、ウイルス感染症の流
行防止対策の観点から、生体防御
メカニズムを利用した治療法、ワ
クチンなどの予防方法に関する研
究を進めている。

ウイルス免疫動態研究分野

主に齧歯類が媒介し、ラッサ熱の
原因となるラッサウイルスや南米
出血熱の原因となる複数のウイル
スに代表される「アレナウイルス」
を対象に研究をしている。具体的
には、アレナウイルスの細胞内・
動物内での増殖機構を分子レベル
で理解することで、アレナウイルス
の病因や創薬標的を明らかとし、
アレナウイルス感染症の制御を目
指す。

ウイルス制御研究分野
ウイルスが感染すると、生体内で
は免疫応答など様々な宿主反応が
誘導される。また細胞に感染しな
いと自己複製できないウイルス
は、複製するために多くの宿主機
構を利用する。フィロウイルスやブ
ニヤウイルスなどを対象に、ウイル
ス感染における宿主応答や、感染
の分子機構を解析することで、発
症メカニズムの解明を目指して研
究を行っている。

感染分子病態研究分野
糖鎖と糖鎖を認識するレクチンに
注目して、ヒトに対して重篤な症状
を引き起こすウイルス性感染症の
研究を行っている。複数の動物種
をまたいで生活環を維持するウイ
ルスについて、宿主細胞の性状に
起因するウイルス粒子上の糖鎖構
造の差異が病態に与える影響を明
らかにするとともに、糖鎖改変ウ
イルスを用いた新規予防薬の開発
に取り組んでいる。

感染症糖鎖機能研究分野
「ウイルス-宿主相互作用」をキー
ワードにウイルスのライフサイクル
を制御している宿主因子を解析す
ることにより、ウイルスの感染増殖
複製機構の解明と新規抗ウイルス
薬の開発を目指している。エボラ
ウイルスなどの高病原性ウイルス
を中心に、AIDSの原因ウイルスで
あるHIV-1やレトロトランスポゾン
LINE-1に関する研究も並行して行
なっている。

ウイルスｰ宿主相互作用研究分野

BSL-4病原体を対象に、ウ
イルスの細胞への侵入から
細胞内での複製、そして複
製された子孫ウイルスの細
胞外への放出までのメカニ
ズムをウイルス因子と細胞
因子の相互作用などから解
き明かす。

BSL-4病原体がヒトに感染
してどのように病気を引き起
こすのかについて、細胞や
実験動物を用いて明らかに
する。

有効な感染症対策を講じる
ためには、感染症の発生をい
ち早く検知し迅速な対応をと
ることが極めて重要である。
そのため発生地域、流行時
期、環境要因、自然宿主及び
ヒトへの伝播を仲介する動
物、伝播経路などを明らかに
する。

BSL-4病原体による感染症
は、早期の診断が感染拡大
の抑止と患者の救命に極め
て重要であるため、感染流
行地や、検疫等の現場で活
用できる精確・高感度かつ
迅速な検査・診断法を開発
する。

BSL-4病原体が引き起こす
感染症に対するワクチン
は、開発が遅れているので、
次世代ワクチンを含め、感
染あるいは発症の予防効果
が高く副反応が弱いワクチ
ンを開発するための研究を
行う。

BSL-4病原体が引き起こす
感染症に対する効果的な治
療法はない。そのためウイ
ルス増殖を抑制したり、症
状を緩和する副作用の弱い
治療薬の開発を行う。

市民公開講座 サイエンス講座 サマースクール

BSL-4施設の検討状況に関する情報を地域の皆
様へお伝えし、対話の中で皆様の意見を聴く場と
して、長崎大学高度感染症研究センター実験棟の
運用に関する地域連絡協議会を開催している。同
協議会は、施設の厳格な管理及び安全な運用を
維持するために長崎県、長崎市及び長崎大学で構
成する三者連絡協議会の下に置かれている。

開催状況と
議事録

感染症ニュース

研究部門

ＢＳＬ-4人材育成部門

バイオリスク管理部門

附属ＢＳＬ-4施設

ブラジルプロジェクト拠点

リエゾン推進室

センター長

研究部門

ＢＳＬ-4人材育成部門

バイオリスク管理部門

附属ＢＳＬ-4施設

ブラジルプロジェクト拠点

リエゾン推進室

副センター長
（研究・BSL-4施設担当）

副センター長
（地域連携担当）

新興ウイルス研究分野

ウイルス生態研究分野

ウイルス感染動態研究分野

ウイルス免疫動態研究分野

ウイルス制御研究分野

感染分子病態研究分野

感染症糖鎖機能研究分野

ウイルスｰ宿主相互作用研究分野

先端機器管理室

動物実験管理室

施設支援室

共同利用・共同研究の公募要項はこちら

BSL-4施設
断面図
（イメージ）

BSL-4実験室
平面図
（イメージ）
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【陽圧防護服の仕様】（Mサイズの場合）
対象身長：170cm～176cm　　防護服重量：約7kg
防護服内の空気圧力：0.4～0.8MPa
防護服への空気供給量：200～300L／分
なお、陽圧防護服のサイズは3S～2Lがある。

BSL-4施設の構造

ウイルスはどのように
増えるのか

ウイルスはどのように
病気を引き起こすのか ウイルスはどこにいるのか

検査・診断法 ワクチン 治療薬
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き
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野

感染症ニュース
地域連絡協議会での意見交換の様子や、
センターで行われている研究の情報や感
染症に関する身近な話題を紹介するため
に地域広報誌「感染症ニュース」を発行し
ている。センターは「感染症ニュース」を近
隣約4,000戸へ戸別配布し、直接情報提供
を行っている。



感染症に関する研究を行う（詳細は右ページ）。

BSL-4病原体・感染症の研究分野で活躍する人材を育成するべく、研究者や実験動物管
理者、施設設備の安全管理者ならびに技術者等の施設運営人材を育成する。こうした人
材を育成するためには、長期にわたるBSL-4施設での実地訓練が必要であり、本部門が
教育訓練を担当する。
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アウトリーチ活動
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地域連絡協議会開催風景（下写真は、挨拶する永安学長）
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教育訓練を担当する。

BSL-4実験棟において、バイオセーフティ（人や環境を病原体から守る）及びバイオセキュ
リティ（病原体を盗難や不正利用から守る）を監理し、それらバイオリスク管理についての
調査研究を担当する。病原体の所持や使用については、感染症法に基づき施設設備（ハー
ド面）とその利用方法（ソフト面）に厳しい規制が設けられ、さらに長崎大学としても施設
の利用について厳しい基準を設けている。当部門ではそれらに基づいて施設が利用されて
いるか、施設の管理状況を点検記録し、国と大学が行う定期的な監査を受けながら対応の
改善、強化を進め、実験を行う上での安全基盤の構築に努めている。

特定一種病原体等をはじめとするBSL-4病原体による感染症、及び新興感染症の克服に向
けた最先端研究ならびに教育を実施する施設。

南米で発生する感染症の調査・研究を行うためにブラジルに設置された海外研究拠点。
なお、ブラジル拠点のほか、長崎大学熱帯医学研究所にケニア拠点やベトナム拠点などが
設置されており、感染症研究において相互に連携している。

地域連携及びアウトリーチ活動を支援する。

各部門の役割

高度感染症研究センター組織図 日本そして世界の感染症研究をリードする BSL-4施設では様々なシステムが安全を支えている アウトリーチ、地域社会との対話

アウトリーチ活動

地域連絡協議会

地域連絡協議会開催風景（下写真は、挨拶する永安学長）

研究の目標

本施設は日本で初めて陽圧防護服を着用するスーツ型の
BSL-4施設である。陽圧防護服はスーツ内を陽圧に保つことに
より実験室内の空気がスーツ内に流入しないようにして実験者
が病原体に曝露することを防ぐ。

中高生を含む一般の方々に対し感染症研究を中心とした研究活動の内容をわかりやすく発信することに努
めている。具体的には対面およびオンラインによる講演を実施する市民公開講座、高等学校への出前授業
を実施するサイエンス講座、夏季にキャンパス内で講演会やポスターセッションを行う熱帯医学・新興ウイ
ルス感染症サマースクールなどを開催している。

*1 BSL-4実験室は周囲から隔離された
高気密な封じ込め空間になっている。

*2 高性能エアフェルター（HEPAフィル
ター）が実験室の上に備えられ、出入
りする空気を清浄化する。

*3 実験室からの排水中の病原体は高圧
蒸気滅菌装置及び薬液処理装置によ
り完全不活化される。

*4 上層階にはその他実験のサポート設
備（機械室・薬液シャワー供給、陽圧
防護服（スーツ）への空気供給設備
等）がある。

*5 地階には積層ゴムや多重の耐震ダン
パーがあり、高度な免震構造となって
いる。

*6 実験室／薬液シャワー室／パスルーム
はすべて高気密であり、陰圧制御され
ている。

*7 スーツ装着室／滅菌確認室等が実験
室外に備えられている。

*8 気密性担保のため、実験室は壁厚な
コンクリートにより建築され、特殊な
シーリング処理がなされている。

❶エア供給ホース
BSL-4実験室の外部から清浄
な空気を継続的にスーツ内へ
供給。

❷排気弁
過剰な空気をスーツ外に排出
し、実験室の空気がスーツ内
に流入することを防ぐ。

❸フェイスシールド
歪みが少なく、視野を損なわ
ない形状。

❹気密ジッパー
スーツ内の気密性を確保。

❺エアバルブ
空気の流量を調整しスーツ内
を陽圧に保つ。

❻フィルター
清浄な空気をスーツ内に供給。

❼スーツグローブ
スーツの袖口にダクトテープ
で固定して使用。

❽スーツ用長靴
滑り難く、汚れが付着しにく
い長靴。

❾スーツ用素材
強度、防水性、耐薬品性を備
えた素材を使用。

エボラウイルスなどの高病原性ウ
イルスやSFTSウイルスなどの新興
ウイルスに関する基礎研究を行う
とともに、これらのウイルスによる
感染症の検査・診断法の開発や治
療薬・ワクチンの開発を行ってい
る。また、これらの感染症が発生
するアフリカ、アジア、南米でウイ
ルス感染症の発生状況の調査研
究や野生動物における新規ウイル
ス探索研究も行っている。

新興ウイルス研究分野

センターでは研究者等の人材を随時募集している。最新の採用情報はこちら

クリミア・コンゴ出血熱やダニ媒
介性脳炎等の高病原性の節足動
物媒介性ウイルスが引き起こす人
獣共通感染症を中心に、ウイルス
が自然界において節足動物等の媒
介宿主の中で持続感染により維持
され、宿主の壁を越えてヒト等の
脊椎動物に感染して病原性を示し
ていく「ウイルスの生態」を解明す
るための研究を行っている。

ウイルス生態研究分野
多様なイメージング技術を活用
することで、ヒトに出血熱あるい
は腫瘍といった重篤な疾患を引
き起こすフィロウイルスおよび
Epstein-Barrウイルスを対象
に、各種ウイルスタンパク質が宿
主細胞の膜動態や細胞骨格系を
制御する分子機構に着目して感
染および病原性発現機構の分子
基盤を解明することを目的として
研究を進めている。

ウイルス感染動態研究分野
公衆衛生上重要な問題となるウイ
ルス感染症の流行防止対策のため
には、ウイルス感染における免疫
応答を理解するための宿主の研究
が重要である。ウイルス感染にお
ける生体防御メカニズムを明らか
にすることで、ウイルス感染症の流
行防止対策の観点から、生体防御
メカニズムを利用した治療法、ワ
クチンなどの予防方法に関する研
究を進めている。

ウイルス免疫動態研究分野

主に齧歯類が媒介し、ラッサ熱の
原因となるラッサウイルスや南米
出血熱の原因となる複数のウイル
スに代表される「アレナウイルス」
を対象に研究をしている。具体的
には、アレナウイルスの細胞内・
動物内での増殖機構を分子レベル
で理解することで、アレナウイルス
の病因や創薬標的を明らかとし、
アレナウイルス感染症の制御を目
指す。

ウイルス制御研究分野
ウイルスが感染すると、生体内で
は免疫応答など様々な宿主反応が
誘導される。また細胞に感染しな
いと自己複製できないウイルス
は、複製するために多くの宿主機
構を利用する。フィロウイルスやブ
ニヤウイルスなどを対象に、ウイル
ス感染における宿主応答や、感染
の分子機構を解析することで、発
症メカニズムの解明を目指して研
究を行っている。

感染分子病態研究分野
糖鎖と糖鎖を認識するレクチンに
注目して、ヒトに対して重篤な症状
を引き起こすウイルス性感染症の
研究を行っている。複数の動物種
をまたいで生活環を維持するウイ
ルスについて、宿主細胞の性状に
起因するウイルス粒子上の糖鎖構
造の差異が病態に与える影響を明
らかにするとともに、糖鎖改変ウ
イルスを用いた新規予防薬の開発
に取り組んでいる。

感染症糖鎖機能研究分野
「ウイルス-宿主相互作用」をキー
ワードにウイルスのライフサイクル
を制御している宿主因子を解析す
ることにより、ウイルスの感染増殖
複製機構の解明と新規抗ウイルス
薬の開発を目指している。エボラ
ウイルスなどの高病原性ウイルス
を中心に、AIDSの原因ウイルスで
あるHIV-1やレトロトランスポゾン
LINE-1に関する研究も並行して行
なっている。

ウイルスｰ宿主相互作用研究分野

BSL-4病原体を対象に、ウ
イルスの細胞への侵入から
細胞内での複製、そして複
製された子孫ウイルスの細
胞外への放出までのメカニ
ズムをウイルス因子と細胞
因子の相互作用などから解
き明かす。

BSL-4病原体がヒトに感染
してどのように病気を引き起
こすのかについて、細胞や
実験動物を用いて明らかに
する。

有効な感染症対策を講じる
ためには、感染症の発生をい
ち早く検知し迅速な対応をと
ることが極めて重要である。
そのため発生地域、流行時
期、環境要因、自然宿主及び
ヒトへの伝播を仲介する動
物、伝播経路などを明らかに
する。

BSL-4病原体による感染症
は、早期の診断が感染拡大
の抑止と患者の救命に極め
て重要であるため、感染流
行地や、検疫等の現場で活
用できる精確・高感度かつ
迅速な検査・診断法を開発
する。

BSL-4病原体が引き起こす
感染症に対するワクチン
は、開発が遅れているので、
次世代ワクチンを含め、感
染あるいは発症の予防効果
が高く副反応が弱いワクチ
ンを開発するための研究を
行う。

BSL-4病原体が引き起こす
感染症に対する効果的な治
療法はない。そのためウイ
ルス増殖を抑制したり、症
状を緩和する副作用の弱い
治療薬の開発を行う。

市民公開講座 サイエンス講座 サマースクール

BSL-4施設の検討状況に関する情報を地域の皆
様へお伝えし、対話の中で皆様の意見を聴く場と
して、長崎大学高度感染症研究センター実験棟の
運用に関する地域連絡協議会を開催している。同
協議会は、施設の厳格な管理及び安全な運用を
維持するために長崎県、長崎市及び長崎大学で構
成する三者連絡協議会の下に置かれている。

開催状況と
議事録

感染症ニュース

研究部門

ＢＳＬ-4人材育成部門

バイオリスク管理部門

附属ＢＳＬ-4施設

ブラジルプロジェクト拠点

リエゾン推進室

センター長

研究部門

ＢＳＬ-4人材育成部門

バイオリスク管理部門

附属ＢＳＬ-4施設

ブラジルプロジェクト拠点

リエゾン推進室

副センター長
（研究・BSL-4施設担当）

副センター長
（地域連携担当）

新興ウイルス研究分野

ウイルス生態研究分野

ウイルス感染動態研究分野

ウイルス免疫動態研究分野

ウイルス制御研究分野

感染分子病態研究分野

感染症糖鎖機能研究分野

ウイルスｰ宿主相互作用研究分野

先端機器管理室

動物実験管理室

施設支援室

共同利用・共同研究の公募要項はこちら

BSL-4施設
断面図
（イメージ）

BSL-4実験室
平面図
（イメージ）
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【陽圧防護服の仕様】（Mサイズの場合）
対象身長：170cm～176cm　　防護服重量：約7kg
防護服内の空気圧力：0.4～0.8MPa
防護服への空気供給量：200～300L／分
なお、陽圧防護服のサイズは3S～2Lがある。

BSL-4施設の構造

ウイルスはどのように
増えるのか

ウイルスはどのように
病気を引き起こすのか ウイルスはどこにいるのか

検査・診断法 ワクチン 治療薬
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感染症ニュース
地域連絡協議会での意見交換の様子や、
センターで行われている研究の情報や感
染症に関する身近な話題を紹介するため
に地域広報誌「感染症ニュース」を発行し
ている。センターは「感染症ニュース」を近
隣約4,000戸へ戸別配布し、直接情報提供
を行っている。



感染症に関する研究を行う（詳細は右ページ）。

BSL-4病原体・感染症の研究分野で活躍する人材を育成するべく、研究者や実験動物管
理者、施設設備の安全管理者ならびに技術者等の施設運営人材を育成する。こうした人
材を育成するためには、長期にわたるBSL-4施設での実地訓練が必要であり、本部門が
教育訓練を担当する。

BSL-4実験棟において、バイオセーフティ（人や環境を病原体から守る）及びバイオセキュ
リティ（病原体を盗難や不正利用から守る）を監理し、それらバイオリスク管理についての
調査研究を担当する。病原体の所持や使用については、感染症法に基づき施設設備（ハー
ド面）とその利用方法（ソフト面）に厳しい規制が設けられ、さらに長崎大学としても施設
の利用について厳しい基準を設けている。当部門ではそれらに基づいて施設が利用されて
いるか、施設の管理状況を点検記録し、国と大学が行う定期的な監査を受けながら対応の
改善、強化を進め、実験を行う上での安全基盤の構築に努めている。

特定一種病原体等をはじめとするBSL-4病原体による感染症、及び新興感染症の克服に向
けた最先端研究ならびに教育を実施する施設。

南米で発生する感染症の調査・研究を行うためにブラジルに設置された海外研究拠点。
なお、ブラジル拠点のほか、長崎大学熱帯医学研究所にケニア拠点やベトナム拠点などが
設置されており、感染症研究において相互に連携している。

地域連携及びアウトリーチ活動を支援する。

各部門の役割

高度感染症研究センター組織図 日本そして世界の感染症研究をリードする BSL-4施設では様々なシステムが安全を支えている アウトリーチ、地域社会との対話

アウトリーチ活動

地域連絡協議会

地域連絡協議会開催風景（下写真は、挨拶する永安学長）

研究の目標

本施設は日本で初めて陽圧防護服を着用するスーツ型の
BSL-4施設である。陽圧防護服はスーツ内を陽圧に保つことに
より実験室内の空気がスーツ内に流入しないようにして実験者
が病原体に曝露することを防ぐ。

中高生を含む一般の方々に対し感染症研究を中心とした研究活動の内容をわかりやすく発信することに努
めている。具体的には対面およびオンラインによる講演を実施する市民公開講座、高等学校への出前授業
を実施するサイエンス講座、夏季にキャンパス内で講演会やポスターセッションを行う熱帯医学・新興ウイ
ルス感染症サマースクールなどを開催している。

*1 BSL-4実験室は周囲から隔離された
高気密な封じ込め空間になっている。

*2 高性能エアフェルター（HEPAフィル
ター）が実験室の上に備えられ、出入
りする空気を清浄化する。

*3 実験室からの排水中の病原体は高圧
蒸気滅菌装置及び薬液処理装置によ
り完全不活化される。

*4 上層階にはその他実験のサポート設
備（機械室・薬液シャワー供給、陽圧
防護服（スーツ）への空気供給設備
等）がある。

*5 地階には積層ゴムや多重の耐震ダン
パーがあり、高度な免震構造となって
いる。

*6 実験室／薬液シャワー室／パスルーム
はすべて高気密であり、陰圧制御され
ている。

*7 スーツ装着室／滅菌確認室等が実験
室外に備えられている。

*8 気密性担保のため、実験室は壁厚な
コンクリートにより建築され、特殊な
シーリング処理がなされている。

❶エア供給ホース
BSL-4実験室の外部から清浄
な空気を継続的にスーツ内へ
供給。

❷排気弁
過剰な空気をスーツ外に排出
し、実験室の空気がスーツ内
に流入することを防ぐ。

❸フェイスシールド
歪みが少なく、視野を損なわ
ない形状。

❹気密ジッパー
スーツ内の気密性を確保。

❺エアバルブ
空気の流量を調整しスーツ内
を陽圧に保つ。

❻フィルター
清浄な空気をスーツ内に供給。

❼スーツグローブ
スーツの袖口にダクトテープ
で固定して使用。

❽スーツ用長靴
滑り難く、汚れが付着しにく
い長靴。

❾スーツ用素材
強度、防水性、耐薬品性を備
えた素材を使用。

エボラウイルスなどの高病原性ウ
イルスやSFTSウイルスなどの新興
ウイルスに関する基礎研究を行う
とともに、これらのウイルスによる
感染症の検査・診断法の開発や治
療薬・ワクチンの開発を行ってい
る。また、これらの感染症が発生
するアフリカ、アジア、南米でウイ
ルス感染症の発生状況の調査研
究や野生動物における新規ウイル
ス探索研究も行っている。

新興ウイルス研究分野

センターでは研究者等の人材を随時募集している。最新の採用情報はこちら

クリミア・コンゴ出血熱やダニ媒
介性脳炎等の高病原性の節足動
物媒介性ウイルスが引き起こす人
獣共通感染症を中心に、ウイルス
が自然界において節足動物等の媒
介宿主の中で持続感染により維持
され、宿主の壁を越えてヒト等の
脊椎動物に感染して病原性を示し
ていく「ウイルスの生態」を解明す
るための研究を行っている。

ウイルス生態研究分野
多様なイメージング技術を活用
することで、ヒトに出血熱あるい
は腫瘍といった重篤な疾患を引
き起こすフィロウイルスおよび
Epstein-Barrウイルスを対象
に、各種ウイルスタンパク質が宿
主細胞の膜動態や細胞骨格系を
制御する分子機構に着目して感
染および病原性発現機構の分子
基盤を解明することを目的として
研究を進めている。

ウイルス感染動態研究分野
公衆衛生上重要な問題となるウイ
ルス感染症の流行防止対策のため
には、ウイルス感染における免疫
応答を理解するための宿主の研究
が重要である。ウイルス感染にお
ける生体防御メカニズムを明らか
にすることで、ウイルス感染症の流
行防止対策の観点から、生体防御
メカニズムを利用した治療法、ワ
クチンなどの予防方法に関する研
究を進めている。

ウイルス免疫動態研究分野

主に齧歯類が媒介し、ラッサ熱の
原因となるラッサウイルスや南米
出血熱の原因となる複数のウイル
スに代表される「アレナウイルス」
を対象に研究をしている。具体的
には、アレナウイルスの細胞内・
動物内での増殖機構を分子レベル
で理解することで、アレナウイルス
の病因や創薬標的を明らかとし、
アレナウイルス感染症の制御を目
指す。

ウイルス制御研究分野
ウイルスが感染すると、生体内で
は免疫応答など様々な宿主反応が
誘導される。また細胞に感染しな
いと自己複製できないウイルス
は、複製するために多くの宿主機
構を利用する。フィロウイルスやブ
ニヤウイルスなどを対象に、ウイル
ス感染における宿主応答や、感染
の分子機構を解析することで、発
症メカニズムの解明を目指して研
究を行っている。

感染分子病態研究分野
糖鎖と糖鎖を認識するレクチンに
注目して、ヒトに対して重篤な症状
を引き起こすウイルス性感染症の
研究を行っている。複数の動物種
をまたいで生活環を維持するウイ
ルスについて、宿主細胞の性状に
起因するウイルス粒子上の糖鎖構
造の差異が病態に与える影響を明
らかにするとともに、糖鎖改変ウ
イルスを用いた新規予防薬の開発
に取り組んでいる。

感染症糖鎖機能研究分野
「ウイルス-宿主相互作用」をキー
ワードにウイルスのライフサイクル
を制御している宿主因子を解析す
ることにより、ウイルスの感染増殖
複製機構の解明と新規抗ウイルス
薬の開発を目指している。エボラ
ウイルスなどの高病原性ウイルス
を中心に、AIDSの原因ウイルスで
あるHIV-1やレトロトランスポゾン
LINE-1に関する研究も並行して行
なっている。

ウイルスｰ宿主相互作用研究分野

BSL-4病原体を対象に、ウ
イルスの細胞への侵入から
細胞内での複製、そして複
製された子孫ウイルスの細
胞外への放出までのメカニ
ズムをウイルス因子と細胞
因子の相互作用などから解
き明かす。

BSL-4病原体がヒトに感染
してどのように病気を引き起
こすのかについて、細胞や
実験動物を用いて明らかに
する。

有効な感染症対策を講じる
ためには、感染症の発生をい
ち早く検知し迅速な対応をと
ることが極めて重要である。
そのため発生地域、流行時
期、環境要因、自然宿主及び
ヒトへの伝播を仲介する動
物、伝播経路などを明らかに
する。

BSL-4病原体による感染症
は、早期の診断が感染拡大
の抑止と患者の救命に極め
て重要であるため、感染流
行地や、検疫等の現場で活
用できる精確・高感度かつ
迅速な検査・診断法を開発
する。

BSL-4病原体が引き起こす
感染症に対するワクチン
は、開発が遅れているので、
次世代ワクチンを含め、感
染あるいは発症の予防効果
が高く副反応が弱いワクチ
ンを開発するための研究を
行う。

BSL-4病原体が引き起こす
感染症に対する効果的な治
療法はない。そのためウイ
ルス増殖を抑制したり、症
状を緩和する副作用の弱い
治療薬の開発を行う。

市民公開講座 サイエンス講座 サマースクール

BSL-4施設の検討状況に関する情報を地域の皆
様へお伝えし、対話の中で皆様の意見を聴く場と
して、長崎大学高度感染症研究センター実験棟の
運用に関する地域連絡協議会を開催している。同
協議会は、施設の厳格な管理及び安全な運用を
維持するために長崎県、長崎市及び長崎大学で構
成する三者連絡協議会の下に置かれている。

開催状況と
議事録

感染症ニュース

研究部門

ＢＳＬ-4人材育成部門

バイオリスク管理部門

附属ＢＳＬ-4施設

ブラジルプロジェクト拠点

リエゾン推進室

センター長

研究部門

ＢＳＬ-4人材育成部門

バイオリスク管理部門

附属ＢＳＬ-4施設

ブラジルプロジェクト拠点

リエゾン推進室

副センター長
（研究・BSL-4施設担当）

副センター長
（地域連携担当）

新興ウイルス研究分野

ウイルス生態研究分野

ウイルス感染動態研究分野

ウイルス免疫動態研究分野

ウイルス制御研究分野

感染分子病態研究分野

感染症糖鎖機能研究分野

ウイルスｰ宿主相互作用研究分野

先端機器管理室

動物実験管理室

施設支援室

共同利用・共同研究の公募要項はこちら

BSL-4施設
断面図
（イメージ）

BSL-4実験室
平面図
（イメージ）
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【陽圧防護服の仕様】（Mサイズの場合）
対象身長：170cm～176cm　　防護服重量：約7kg
防護服内の空気圧力：0.4～0.8MPa
防護服への空気供給量：200～300L／分
なお、陽圧防護服のサイズは3S～2Lがある。

BSL-4施設の構造

ウイルスはどのように
増えるのか

ウイルスはどのように
病気を引き起こすのか ウイルスはどこにいるのか

検査・診断法 ワクチン 治療薬
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感染症ニュース
地域連絡協議会での意見交換の様子や、
センターで行われている研究の情報や感
染症に関する身近な話題を紹介するため
に地域広報誌「感染症ニュース」を発行し
ている。センターは「感染症ニュース」を近
隣約4,000戸へ戸別配布し、直接情報提供
を行っている。
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世 界 へ
　このような背景の下、長崎大学は2010年にBSL-4施設設置の検討を開始し、
2016年には関係閣僚会議がそれを国策と定めました。2021年にBSL-4施設が竣
工し、2025年1月に厚生労働大臣から特定一種病原体等所持施設としての指定
を受けました。ただ施設の本格稼働には特定一種病原体等の搬入に係る指定又
は承認を厚生労働大臣から得ることが必要で、それに向けて施設の機能・安全
性の検証と必要な訓練をさらに積み重ねているところです。
　本センターでは日本全国の研究者と力を合わせて、BSL-4病原体を用いた感
染症研究の推進と、それらの病原体を安全に取り扱うことが出来る研究者及び
バイオリスク管理の専門家の養成を行います。長崎は西洋医学発祥の地として医
学の進歩に貢献して来ました。種痘も長崎から日本全国に広まり、多くの命を救
いました。今また長崎は、感染症研究において日本全国そして世界に貢献するこ
とを目指しています。
　そのために最も重要な事は、BSL-4施設を絶対安全に運用し、地域住民の
方 と々信頼関係を築き、地域住民の方々が安心して研究活動を見守ってくださる
事だと思っています。皆様のご理解とご協力、そして応援を心からお願い申し上げ
ます。

 2025年3月
 長崎大学高度感染症研究センター長　森内　浩幸

長 崎 か ら
　世界中に広がり多くの犠牲者を出したペスト、
天然痘、梅毒、エイズなどはいずれも元は風土病
に過ぎませんでした。エボラウイルス病もアフリカ
奥地の風土病と思われていますが、2014～2016
年の流行は欧米諸国にも拡大しました。遠い
国・地域の病気が日本に入り込むはずがないと
いう考えは、歴史的に見ても根拠はありません。
　種痘などのワクチンやペニシリン・抗エイズ

薬のような治療薬の開発が多くの命を救ったように、エボラウイルスなどの致死
率が高い一種病原体や今後いずれやって来る新興感染症（Disease X）の病原
体に対しても、有効な予防・治療法の開発が急務です。そのためには最高の安
全機能を備えた実験施設が不可欠で、それがBSL（biosafety level）4の施設
（BSL-4施設）です。
　現在、BSL-4施設は世界20数か国に約60施設存在します。わが国では約40年
前に国立感染症研究所に建設されましたが、非常事態に対応し患者さんの診断
や治療に結びついた実験作業のみが認められています。従って、わが国でも最新
設備を有し、予防薬・治療薬の開発研究が可能なBSL-4研究施設の存在が求め
られて来ました。

所在地：長崎県長崎市坂本1丁目12-4
電　話：０９５－８００－４３００
ホームページ：https://www.ccpid.nagasaki-u.ac.jp/
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